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物の機械を工夫して対応しました。従来の織り

のノウハウを生かせる部分もありましたが、素材

特性の違いは大きく、手探りでノウハウを積み重

ねていったというのが実情です。

【五十嵐】一貫生産を選んだ狙いや強みを教え

てください。

【水谷】狙いは脱下請けです。加えて、ガラス繊

維の①耐熱・耐火などの熱特性、②電気絶縁な

どの電気特性、③引張強度・寸法安定性といっ

た機械特性が将来の汎用性につながり、差別

化の武器になると判断しました。

主な工程は、「撚糸」⇒「ワーパー」⇒「サイジン

グ」⇒「製織」⇒「ヒートクリーニング」⇒「表面

処理」⇒「裁断・検査」です。

≪一貫生産設備≫

＜撚糸（撚糸機）＞

（3D織機）

＜裁断・検査（裁断用スリッター）＞

＜ワーパー（荒巻機）＞

（レピア織機）

＜サイジング（整経機）＞

（エアジェット織機）

＜表面処理＞

＜製織＞

＜ヒートクリーニング処理＞

≪下請け企業からの脱却、
　　　　　　 一貫生産体制構築へ≫
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　弊社はもともと製織だけでしたが、現在でも業

界では分業制が一般的な中、1990年代から中

古機械を買い集め、既存の製織工程に加え、

前工程の複数の糸を撚り合わせて強度や特性

を変化させる撚糸工程、後工程のヒートクリー

ニング処理、表面処理、最終の裁断・検査まで

を順次構築し、一貫生産体制を築き上げました。

「自社でできるようにする、できることを増やす」

という姿勢で工程を増やしていったのです。

　一貫生産により、大手が不得意で採算が悪

い少量・短納期・頻繁な仕様変更にも対応でき

るようになり、外注に頼らない生産体制が徐々

に整いました。お取引先様から「イセオリであれ

ば何とかしてくれるのではないか」という信頼に

もつながり、柔軟な対応力は、他社にない弊社

の強みとなっています。加えて、品質管理も工程

間で直接連携できるため安定しています。一方

で、多くの設備を保有し、強みを維持するために

は、設備の維持や投資負担は他社より若干重

いかもしれません。

　また、弊社が下請けとして長年取引してきた

顧客と自社販売が重なる局面では、微妙な利

害調整が必要になることもあります。詳しくは言

えませんが、ガラス繊維業界は意外と狭く、協力

関係にありつつも気を使う場面が多い業界だと

感じています。

【五十嵐】現在の主な製品や用途を教えてくだ

さい。

【水谷】建築資材（防水シートの寸法安定材

など）、土木・産業用フィルター材、砥石の補強

材、自動車部材などが主力です。釣り竿の一

部など、意外なところにも使われています。最近

は、従来取り扱ってきた産業資材分野向けだ

けでなく、先端産業分野向けのガラス繊維織

物の加工についてのお問い合わせが増えてお

り、新たに取り組んでいます。売上の柱はいくつ

かありますが、特定の顧客に偏らないよう複数

の業界向けに供給しています。

　また、国内でも珍しい、厚みや立体的な形状

を持つように織られる3D織物の生産もしてい

ます。

【五十嵐】先端産業分野への参入は、設備投

資や技術面で難易度が高いと聞きます。どう取

り組んでいますか？

≪先端産業へ挑戦、
　　  人材と技術で競争力強化へ≫

＜ガラス繊維織物＞

＜3D織物＞
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【水谷】設備の導入自体は完了していても、実

際の製品化には技術的な安定化がまだまだ必

要で、現在も試作と調整を継続している状況で

す。弊社は加工ノウハウや設備のバリエーショ

ンがあるため挑戦できていますが、時間と人的

リソースの投入は正直負担が大きいです。現

場の理解と根気が必要な取り組みだと考えて

います。

【五十嵐】人材育成・技術継承はどう進めてい

ますか？

【水谷】技術継承は重要な課題です。最近の

機械は自動化が進み、操作を覚えれば動かせ

る面はありますが、トラブル時の判断や微調整

は現場の経験がものを言います。だから「広く浅

く」できるように育てる方針で、多能工化を進め

ています。一人が全部できる必要はありません

が、複数工程を理解していることが現場の安定

につながると考えています。待遇改善や職場環

境の整備も進め、社員の意欲向上につながる

仕組みづくりに取り組んでいます。

【五十嵐】事業を進めていく上での今後の課題

と展望についてお聞かせください。

【水谷】課題は原材料の供給構造の変化で

す。上流で高付加価値領域に資源が流れる

と、従来原料の供給が逼迫し、価格が上がる

可能性があります。そうしたリスクに備え、付加

価値を上げて原料価格高騰にも耐えうる事業

構造を作っていく必要があります。

　展望としては、既存の産業資材をしっかり固め

つつ、先端産業向けの分野を育てていきたいと

思っています。競争力を高めるため、生産性や品

質の改善、若手の育成に注力していく予定です。

【五十嵐】最後に、社長として大切にしているこ

とを教えてください。

【水谷】品質と信頼です。製造業としてまずは

品質でお客様の信頼を得ることが最優先と考

えます。そのうえで従業員の信頼を得ることも

重要です。経営はトップダウンだけではもう回ら

ない時代です。現場の知恵を引き出すボトム

アップ的な部分も大事にしながら、挑戦を続け

ていきたいですね。

【五十嵐】品質と信頼の獲得が御社の継続的

な発展につながるのですね。従業員からの信

頼に基づくボトムアップ型の組織づくりも有効な

アプローチと感じました。

　今後のさらなるご発展を祈念しています。

本日はありがとうございました。


